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の自主開発などが今後国際競争力のカギだから､
企業にとって､投資の重点は環境技術の開発に傾
くべきである｡
中国の環境の改善､経済の発展､持続可能な社
会の構築などが産業の協力と離れない｡中国自動
車産業における環境経営の実施はこの役割を果た
すための必要な条件の一つとなっているO今後自
動車企業の活躍を期待できる｡
論文の構成 :
本論は先進国の自動車メーカーの例を通じて､
先進国の環境経営を紹介する｡そして､中国の自
動車産業の現状と環境法案の説明の上に､中国自
動車メーカー- 中国第一汽車集団の例を挙げて､
中国の環境経営を説明する｡これらを比較､参考
して､中国自動車産業の環境へのあり方を検討す
る｡そして､中国自動車産業の持続可能な発展と
国際競争の展開にある程度助けることができるこ
とを望む｡
1章は環境問題の現状と自動車産業における環
境への影響を述べ､それに対して環境経営の重要
性と環境経営の概念を説明する｡
2章は京都会議と温室効果ガスの削減を述べ､
環境管理システムの構築と境への国際の協力を説
明する｡環境管理システムを応用している日本の
環境経営から日本の自動車産業の環境経営の歴史
と現状を述べ､そして､中国自動車環境経営の手
本にとって､日本の トヨタとアメリカのGM社の
環境経営を紹介する｡
3章は中国の環境現状と自動車産業に関する新
エネルギーの開発及び政策を述べ､これからの環
境政策を検討する｡
4章は中国の自動車産業の概況を説明してから､
中国の第一汽車集団の環境への仕組みを紹介するo
そして､第-汽車集団の問題点について､説明､
提案する｡それを通じて､中国自動車産業全体の
環境経営に提案する｡
5章は中国自動車産業これからの課題と注意す
べきところを説明する｡そして､それに対して､
問題の解決方法を提案する｡中国自動車産業の全
体の環境への改善を望む｡
